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横浜スポーツ＆医療ウェルネス専門学校 

2024 年度学校関係者評価会議事録 

 

 

日時 2024 年 8 月 29 日(木) 14：30～15：30 

場所 横浜スポーツ＆医療ウェルネス専門学校 3階 セミナー室 

出席者 学校関係者評価委員 中村 ふじ 様 (Coach-F代表) 

二宮 克行 様 (医療法人社団顕鐘会 神戸百年記念病院 理事・事務長） 

神崎 昭悟 様 (株式会社カケハシ） 

久保田 弘枝 様 (保護者代表) 

本校教職員 松尾 信  （横浜スポーツ＆医療ウェルネス専門学校 グループ長） 

山上 紀彦（教務チームリーダー） 

平塚 智文（教務チーム：医療 IT科 学科まとめ） 

秋山 貴志（教務チーム：医療事務科 学科まとめ） 

武田 剛輝（教務チーム：スポーツ系学科） ※議事録担当 

欠席者 学校関係者評価委員 真野 誠 様（一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会 事務局長） 

資料 2024年度 第 1回教育課程編成委員会 実施要領 

当日説明用スライド資料 

自己点検・評価表（ISO 29990 対応版 Ver.3.0） 
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＜議論の要旨＞ 

１． グループ長挨拶（松尾） 

・横浜医療情報専門学校から校名変更し、2024年 4月よりスポーツ系学科が開校した。 

・新学科設置に併せて、校舎の全面リニューアルを行った。 

・今年度より学園本部として組織体制が一新したが、本校の教務体制は変更ない。 

 

  

２．自己点検・評価表 評価項目の達成及び取組状況（6月実施） 

①教育理念・目標 

【状況・課題等】 

・学校関係者評価委員会および教育課程編成委員会を実施し、業界動向やニーズの把握を行って

いる。 

・社会人に必要な基本的なビジネススキルや ITスキル等は、学科を問わずカリキュラムに組み込

んでいる。 

・令和 4年度から医療事務科学生に対し、医師事務作業補助者に必要な 32時間研修を就業前に学

内で修了できるようカリキュラムに組み込んで実施している。 

 

【今後の取り組み】 

・令和 6 年度から新設したスポーツ系学科については適宜、業界関係者からのヒアリングを実施

し、カリキュラムに反映させている。 

・今後、スポーツ業界関係者からも組織的に業界動向やニーズを把握できるような体制づくりを

行っていく。 

 

②学校運営 

【状況・課題等】 

・年度当初に事業計画・目標設定・予算策定を行い、キックオフミーティングにて全教職員に対し、意

識統一の機会を設けている。定期的に運営会議（学園全体の管理職会議、本校の教職員会議、学年・

学科会議、業務グループリーダー会議）を開催し、学校事業計画の進捗状況や課題等を全教職員が把

握できるように努めている。 

・毎日の朝礼やグループウェアを活用して、日々の状況（学校・学生等）を共有している。 

 

【今後の取り組み】 

・令和 6年度より教職員と非常勤講師の執務室を分離したため、定期的に非常勤講師と情報共有できる

仕組みを構築する。 

・次年度スポーツ系学科に 2年次ができるため、各学科の専任教員および非常勤の増員を行う。 
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③教育活動 

【状況・課題等】 

・カリキュラム編成にあたっては、教育課程編成員会および業界関係者からのヒアリングを通して、業

界動向やニーズに合わせて、適宜カリキュラム変更を行っている。 

・カリキュラム等、学則に関わる変更や追加については適宜、神奈川県から承認を得ている。 

・学力選抜を行っていないため、中学高校までの学習が自宅でもできる ICT教材（すららネット）を 

導入しているが、学生本人の主体性に任せている部分もあり、期待通りの効果が得られていない。 

・学校生活を楽しく行うために、姉妹校の相互授業の仕組みを実施（本年度トライアル実施） 

次年度以降の本格化に向けて仕組みづくりが必要。 

 

【今後の取り組み】 

・ICT教材については、定期的に担任が進捗確認や学生指導を行い効果的な活用が進むようにする。 

・選択科目の幅を広げるため、姉妹校の授業を相互履修できる仕組みを構築する。 

 

④学修成果 

【状況・課題等】 

・2023年度の学生状況は概ね良好。 

・退学率は 3.9%で 2023年度と比較すると 1.1ポイント増加したが、目標の 5%未満を維持できた。 

・就職率は 95.8%と昨年度とほぼ同等。目標値 96%以上は未達であった。卒業後も就職支援が受けられ

る制度を設置しているが、毎年利用者が少ない。 

・医療事務科の目標資格取得率は、昨年度に比べ大幅アップ。また、在籍学生の資格取得率 100%は継続 

して達成した。（医療情報技師は受験希望者低迷により、目標未達） 

・卒業生の動向を管理するインフラが不十分で卒業後の動向が把握できていない状況が続いている。そ 

のため、卒業生を通じた産学連携が積極的に行われていない。 

 

【今後の取り組み】 

・卒業生と継続して連絡が取れる手段（卒業生限定 SNS等）を確立し、定期的にコミュニケーションを

図り、卒業後の状況確認や未就職者に対する就職支援が円滑に進められるようにする。 

・学校独自の同窓会を組織し、同業界に務める卒業生同士の交流を深める場を提供する。 

 

⑤学生支援 

【状況・課題等】 

・従来から担任制を敷いており在校生はまずは担任に相談することが習慣化されている。担任不在時や

担任と相性が悪い場合なども気軽に他の教員に声がかけられる環境を用意している。 

・メンタル面での不調については担任だけでなく、週次で開設しているカウンセリングルームにて、ス

クールカウンセラーと相談できる環境を用意しているが、利用者は少ない。 

・2022 年度まで行っていた欠席時の保護者連絡は廃止したが、連続欠席や未連絡の欠席があった場合

は保護者への電話連絡を徹底しており、学生生活や行事の様子については、情報共有ツールを通じて
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保護者に情報共有している。 

・課外活動に対しては、公欠や事後の学習フォローアップなどは実施しているが、現状金銭的な支援は

含まれていない。 

 

【今後の取り組み】 

・学生が積極的に課外活動に参加したくなる仕組づくり（単位互換やポイント制度等）を検討する。 

 

  ⑥教育環境 

【状況・課題等】 

・昨年度、スポーツ系学科の新設に併せて校舎の大幅リニューアルを実施。8階フロアを除くすべての

フロアを改装した。教室は新学科の完成年度にも対応できる教室数を確保。また、学生間の交流が生

まれるように、2フロアに学生ラウンジを設置。卓球台や漫画、大型ディスプレイを配置した。 

・コロナの影響で休業中であった学生食堂もリニューアルオープン。長く居ても落ち着く内装を意識し

た。また、一人でも利用しやすいようにカウンター席も用意し、PC やスマートフォンの充電もでき

るようにした。 

・スポーツ学科が授業で使用する GYMやスタジオ、シャワー付き更衣室を新設。放課後は学科に関係な

く学校施設として開放しており、毎日一定数の利用者がいる状況。 

・学生用個人ロッカーを全学生分確保。施錠もでき自身で管理させているが、PC などの貴重品を置い

て帰ることは禁止している。 

 

【今後の取り組み】 

・スポーツ系学科の実習先の確保および拡充。 

・コロナ以降低迷していた病院実習希望者を増やすべく、実習経験の重要性を説いていく。 

 

 

⑦学生受け入れ募集 

【状況・課題等】 

・年度当初に募集計画（募集人数・予算・利用広報媒体・体験入学等）を定め、定期的な進捗レビュー

を行いながら学生募集活動を行っている。 

・入学案内パンフレット、学生募集要項などで入学希望者に情報提供している他、オープンキャンパス

への参加を促し、学校・学科への理解を深め、入学後のミスマッチ防止に努めている。 

・オープンキャンパス等、イベント参加時に判明した特別なニーズについては、入学前履歴として蓄積

し、入学後の学生生活の支援に活用している。 

・入学願書などは年度ごとにファイリングし、施錠できるキャビネットで厳重に保管・管理している。 

 

【今後の取り組み】 

・新しい施設・設備及び新学科の学生生活の様子などを次年度用の入学案内パンフレットに反映してい

く。 
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⑧教育の内部保証システム 

【状況・課題等】 

・各科目の最終授業日に授業アンケートを実施。学生自身の取り組み姿勢だけでなく、教員の教え方や

教材についても回答を促している。アンケート結果については、学科グループリーダーとの面談にて

改善方法を検討し、今後の授業に活かす努力をしている。また、各授業はいつでも授業見学可として

いるが、見学頻度は少ない。 

・設置や運営に関わる法令は遵守しており、毎年 5月には神奈川県の現況調査を受けている。 

・「専修学校における学校評価ガイドライン」に従い、自己評価・学校関係者評価の体制を整備し、実

施。結果についても、ホームページにて公開している。 

 

【今後の取り組み】 

・業務の年間目標に授業見学回数を含め、授業見学のメリットや必要性を理解する機会を設ける。 

 

  ⑨財務 

【状況・課題等】 

・入学者確保に努め、入学者の急激な変動を極力抑えながら、収益事業を展開することで財政基盤の安

定を図っている。 

・教職員の人件費、学生募集の広報費等は学園のガイドラインに従い、予算・収支計画を整え執行し、

法に基づき会計監査の実施、財務情報の公開を適正に行っている。 

 

【今後の取り組み】 

・現状、財務基盤は安定しており、継続的な学校運営に問題ない状況。 

 

 

  ⑩社会貢献・地域貢献 

【状況・課題等】 

・一般社団法人神奈川県専修学校各種学校協会が主催する小中学生、高校生向けのキャリア教育プログ

ラムに参加。令和 5年度は高校生向けの「仕事のまなび場」にて 1講座開設した。コロナ以降、小学

生向けの「チャレンジスクール」は未開催であったが、今年度は開催した。今後も積極的に開催をし

ていく。 

・神奈川県が実施している公共職業訓練委託訓練の訓練施設として、施設を開放している。 

令和 6 年 3 月に横浜市スポーツ医科学センターと業務協定を締結。令和 6 年度は、スポーツ医科学

センターが実施予定の一部業務に対して、本校学生がボランティアで参加することになっている。 

 

【今後の取り組み】 

・「チャレンジスクール」の再開および新設するスポーツ分野の講座開設に向けて準備を進める 

スポーツ系新学科の学生に向けた、ボランティア先の開拓を行う。 
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  ⑪国際交流 

【状況・課題等】 

・近年、入学を希望する学生がおらず、留学生の在籍は 0名となっている。 

 

【今後の取り組み】 

・留学生の入学を想定した指導体制を考慮した組織づくりを検討する 。 

 

 

 ３．2024年度目標と取り組み 

  【2024年度学校方針】 

・顧客の気持ちを理解、共感し、寄り添う姿勢を大切にする 

・教員一人ひとりが、自身の仕事が如何に進路選択者に結びついているのかを意識して業務に取り

組む 

・魅力的な学習環境を準備する 

・学生の視野や選択肢を広げる指導を実践する 

・学生や教員がマンネリ化せず、新しいことへの挑戦を忘れない 

 

 ４．意見交換 

（二宮） 

・Aランク率 38%以上となっているが、結果として 45%となっているが、当初から上げてもよかっ

たのではないか？（低めの設定に感じた）また、専門学校志望者が減っている昨今、いかに来

校者数を増やすことが大事ではないか？ 

⇒少子化の影響もあり来校数を増やすのがなかなか難易度が高い。（松尾） 

   ・就職指導に関しては大きなポイントなので継続してほしい。 

     

（中村） 

・新しい取り組みをしながら学生募集にも力を入れられていたところに関し苦労を感じた。ただ、

ここからが一番勝負の時。専門学校の良さとして、一人一人の状況を把握していけるので、より

入学を希望する方をサポートしていく必要性を感じる。 

   ・大学の通信課程を併修制度として入れていることには驚いた。小学校の免許を取れるの 

であれば相当な強みであると思った。 

   ・トップガン教育を記載しているが、そのために「このようなことをしている」という強み 

を打ち出していけると良い。 

   ・姉妹校の連携授業なども魅力となるのでもう少し大学にはない制度、大学にはない授業、手厚さ

をアピールしていくと良いのではないか。 

・卒業後の学生との連絡が取れる方策をとり、卒業後の学生へのヒアリング（どのように社会 

生活に活きたか、どのようなことをもっと学びたかったか）を今後に活かしていくと良い。 
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（神崎） 

   ・外部の連携先から現在の方向性を伺い、学校としての今後の医療事務の姿を打ち出していける

と違いを出していけて良いのではないか。卒業後、10年後、20年後の姿を学校を通して情報発

信をしていけると良いと感じた。 

    

（久保田） 

・楽しんで学校生活を送っており、保護者目線では安心している。 

 

 

委員の皆様から頂いた貴重なご意見を、本日の出席者以外の教務部メンバーにもフィードバックし、より良い

学校運営を行うために活かしていきたい。本日はお忙しい中、有難うございました。（秋山） 

 

 

以上 


